
9 月 1 6 日（ 火 ）
7: 0 0 p. m., T u e s d a y S e pt e m b er 1 6, 2 0 2 5 at T o k y o O p er a Cit y C o n c ert H all

2 0 2 5 年

S 席 ¥ 9, 0 0 0  A 席 ￥ 7, 5 0 0  B 席 ￥ 6, 0 0 0
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( 1 8: 2 0 開 場 、 2 1: 0 0 終 演 予 定)1 9 :0 0 開 演
京 王 新 線 「 初 台 駅 」 東 口 直 結 徒 歩 5 分東 京 オ ペ ラ シ テ ィ  コ ン サ ー ト ホ ー ル
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シ ュ ー  マ  ン ： ア ラ ベ ス ク  ハ 長 調 O p .1 8

ブ ラ ー ム ス ： ピ ア ノ･ ソ ナ タ  第 3  番  ヘ 短 調 O p .5

チ ャ イ コ フ ス キ ー ： ピ ア ノ ･ソ ナ タ （ 大 ソ ナ タ ） ト 長 調 O p .3 7

S c h u m a n n: Ar a b e s k e i n C M aj or O p. 1 8

Br a h m s: Pi a n o S o n at a i n F Mi n or O p. 5

T c h ai k o v s k y: Pi a n o S o n at a ( Gr a n d S o n at a) i n G M aj or O p. 3 7

※ チ ケ ッ ト 料 金 に は 消 費 税 1 0 ％ が 含 ま れ て い ま す 。 特 別 料 金 に つ い て は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い 。

※ 先 行 販 売 で 満 席 と な っ た 席 種 は 、 以 降 販 売 さ れ な い 場 合 が ご ざ い ま す 。

ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ  0 5 7 0- 0 0- 1 2 1 2   w w w.j a p a n a r t s. c o.j p 　   東 京 オ ペ ラ シ テ ィ チ ケ ッ ト セ ン タ ー  0 3- 5 3 5 3- 9 9 9 9 　 　

チ ケ ッ ト ぴ あ  t- pi a.j p ＜ Ｐ コ ー ド / 2 9 6- 7 5 3 ＞ 　 　イ ー プ ラ ス  e pl u s.j p 　 　 ロ ー ソ ン チ ケ ッ ト  l-ti k e. c o m ＜ L コ ー ド / 3 3 8 0 8 ＞
お 申 込 み

主 催 ： ジ ャ パ ン ･ア ー ツ

一  般 ： 4  月 2 0 日 (日 ) 1 0 :0 0 ～ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ オ ン ラ イ ン チ ケ ッ ト ： 4 月 1 3 日 (日 ) 1 0 :0 0 ～
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1 0 年  ぶ  り   待  望  の  ソ  ロ ・ リ  サ  イ タ  ル

令 和 7 年 度 文 化 庁 劇 場 ・ 音 楽 堂 等 に お け る
子 供 舞 台 芸 術 鑑 賞 体 験 支 援 事 業



イ ェ フ ィ ム ･ ブ ロ ン フ マ ン ( ピア ノ) 

Y e f im B ro nf m a n , Pi a n o

① や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 曲 目 ･ 曲 順 等 が 変 更 に な る 場 合 が ご ざ い ま す 。 ② 公 演 中 止 の 場 合 を 除 き 、 お 求 め 頂 き ま し た チ

ケ ッ ト の キ ャ ン セ ル ･ 変 更 等 は で き ま せ ん 。 ③ い か な る 場 合 も チ ケ ッ ト の 再 発 行 は で き ま せ ん 。 紛 失 等 に は 十 分 ご 注 意 下 さ

い 。 ④ 演 奏 中 は 入 場 で き ま せ ん 。 ⑤ 未 就 学 児 の 同 伴 は ご 遠 慮 下 さ い 。 な お 就 学 児 以 上 の 方 も ご 入 場 に は 1 人 1 枚 チ ケ ッ ト が

必 要 で す 。 ⑥ 全 指 定 席 で す 。 券 面 に 記 載 さ れ た 指 定 の 座 席 に て ご 鑑 賞 下 さ い 。 ⑦ 場 内 で の 写 真 撮 影 ･ 録 音 ･ 録 画 ･ 携 帯 電 話 ･ 電

子 機 器 等 の 使 用 は 、 固 く お 断 り い た し ま す 。 ⑧ ネ ッ ト オ ー ク シ ョ ン な ど に よ る チ ケ ッ ト の 転 売 は 、 ト ラ ブ ル の 原 因 に な り ま

す の で お 断 り い た し ま す 。 ⑨ 他 の お 客 様 の ご 迷 惑 と な る 場 合 、 主 催 者 の 判 断 で ご 退 場 い た だ く 場 合 が ご ざ い ま す 。

＜ 次 の こ と を あ ら か じ め ご 承 知 の 上 、 チ ケ ッ ト を お 求 め 下 さ い ま せ 。 ＞≪ 特 別 割 引 チ ケ ッ ト ≫
 ( ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ コ ー ル セ ン タ ー 及 び ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ オ ン ラ イ ン チ ケ ッ ト で 受 付)

● シ ニ ア 割 引 ＝ 公 演 当 日 6 5 歳 以 上 の 方 は S 席 ￥ 8, 5 0 0  A 席 ￥ 7, 0 0 0 ( 税 込) で お 求 め い

た だ け ま す 。

● 車 椅 子 の 方 は 、 本 人 と 付 き 添 い の 方 1 名 ま で が 割 引 に な り ま す 。

（ ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ コ ー ル セ ン タ ー で 受 付 ）

　 世 界 的 に 高 く 評 価 さ れ る ピ ア ニ ス ト で あ り 、 そ の 圧 倒 的 な 技 巧 と 力 強 さ 、 卓 越 し た 抒 情 的 表 現 力 は 、 常 に メ デ ィ ア や

観 客 か ら 称 賛 を 受 け て い る 。 音 楽 祭 や オ ー ケ ス ト ラ 、 指 揮 者 か ら 常 に 求 め ら れ る 存 在 で あ り 、 世 界 最 高 峰 の 演 奏 家 の 一

人 と し て 活 躍 を 続 け て い る 。 旧 ソ ビ エ ト 連 邦 の タ シ ケ ン ト に 生 ま れ 、 1 9 7 3 年 に 家 族 と と も に イ ス ラ エ ル へ 移 住 。 テ ル ア

ビ ブ 大 学 ル ー ビ ン 音 楽 院 で ア リ エ ･ ヴ ァ ル デ ィ に 師 事 し 、 そ の 後 ア メ リ カ へ 渡 り 、 ジ ュ リ ア ー ド 音 楽 院 、 マ ー ル ボ ロ 音 楽

学 校 、 カ ー テ ィ ス 音 楽 院 で 研 鑽 を 積 む 。 名 誉 あ る エ イ ヴ リ ー ･ フ ィ ッ シ ャ ー 賞 を 受 賞 し 、 2 0 1 0 年 に は ジ ー ン ･ ギ ン ベ ル ･

レ ー ン 賞 を 受 賞 、 2 0 1 5 年 に は マ ン ハ ッ タ ン 音 楽 学 校 の 名 誉 博 士 号 を 授 与 さ れ た 。 2 0 2 4/ 2 5 シ ー ズ ン は 、 ピ ッ ツ バ ー グ 交

響 楽 団 お よ び N D R エ ル プ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 と の ヨ ー ロ ッ パ ツ ア ー を 皮 切 り に 、 ウ ィ ー ン ･ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦

楽 団 と 中 国 、 日 本 を 巡 る 。 さ ら に 、 今 シ ー ズ ン は 特 別 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 秋 に エ マ ニ ュ エ ル ･ パ ユ と の デ ュ オ 、 春 に は

ア ン ネ = ゾ フ ィ ー ･ ム タ ー 、 パ ブ ロ ･ フ ェ ラ ン デ ス と の ト リ オ 公 演 が 予 定 さ れ て い る 。

オ フ ィ シ ャ ル ･ ホ ー ム ペ ー ジ ： htt p s:// y e fi m- br o nf m a n. c o m/

© S e b a sti a n Wi d m a n n

　 イ ェ フ ィ ム ･ ブ ロ ン フ マ ン こ そ は 現 代 の 巨 匠 で あ る 。 名 だ た る 世 界 的 指 揮 者 か ら

熱 い 視 線 や オ フ ァ ー は 引 き も 切 ら ず 、 直 近 の 来 日 公 演 で も 2 0 2 4 年 ネ ル ソ ン ス 指 揮

ウ ィ ー ン ･ フ ィ ル と の ベ ー ト ー ヴ ェ ン 「 ピ ア ノ 協 奏 曲 第 3 番 」 、2 0 2 3 年 ル イ ー ジ 指 揮

ロ イ ヤ ル ･ コ ン セ ル ト ヘ ボ ウ 管 と の リ ス ト 「 同 第 2 番 」 な ど 、 堂 々 た る 佇 ま い で 比

類 な い 存 在 感 を 示 し て い る 。

　 も と よ り ブ ロ ン フ マ ン の ピ ア ニ ズ ム は 独 創 的 だ 。 強 靭 な タ ッ チ 、 超 弩 級 の テ ク

ニ ッ ク と 抜 き ん 出 た 駆 動 力 、 ス ケ ー ル の 大 き な 造 形 力 は 他 の 追 随 を 許 さ ず 、 鮮

や か な ダ イ ナ ミ ズ ム を 湧 き 起 す 。 そ れ ば か り で は な い 。 深 々 と し た 譜 読 み と 理 知

的 な ア ナ リ ー ゼ に よ る ア プ ロ ー チ こ そ が ブ ロ ン フ マ ン の 真 骨 頂 。 ゆ え に バ ロ ッ

ク 、 ロ マ ン 派 、 近 現 代 音 楽 を 問 わ ず 、 肌 理 細 や か で み ず み ず し い 詩 情 が 馥 郁 と

湛 え ら れ た 情 調 は 、 神 韻 縹 渺 た る ド ラ マ を 描 い て 比 類 が な い 。 高 貴 な 気 品 や 格

調 の 高 さ も さ る こ と な が ら 、 感 情 の 起 伏 や 内 面 の 葛 藤 を 克 明 に し な が ら 展 開 し

て い く か ら 、 実 に 説 得 力 の あ る 音 楽 的 感 興 が 湧 き 起 こ る の で あ る 。

　 今 回 は 2 0 1 5 年 以 来 、 ほ ぼ 1 0 年 ぶ り と な る 待 望 の リ サ イ タ ル 。 以 前 ブ ロ ン フ

マ ン は 、1 シ ー ズ ン ひ と り の 作 曲 家 に 特 化 し た リ サ イ タ ル ･ プ ロ グ ラ ム を 掲 げ て い

た が 、9 月 に は シ ュ ー マ ン 、 ブ ラ ー ム ス 、 チ ャ イ コ フ ス キ ー と い う 垂 涎 の ロ マ ン

派 作 品 が 並 ぶ 。2 0 0 5 年 や 2 0 0 7 年 の ベ ー ト ー ヴ ェ ン や ブ ラ ー ム ス 、2 0 1 5 年 の プ ロ

コ フ ィ エ フ で は 、 ド ラ マ テ ィ ッ ク な 歩 み に 加 え 、 繊 細 極 ま り な い ニ ュ ア ン ス の 多

様 さ 、 明 暗 や 動 静 な ど の 明 確 な コ ン ト ラ ス ト 、 作 曲 家 の 心 象 風 景 を 吐 露 す る よ

う な 内 省 、 そ し て 感 性 や 閃 き の 鋭 さ な ど が 凝 縮 し た 圧 倒 的 な 演 奏 で 魅 了 し た の

は 今 も 脳 裏 に 刻 ま れ て い る 。

　 青 年 時 代 の ブ ロ ン フ マ ン に も っ と も 影 響 を 与 え た の は ア イ ザ ッ ク ･ ス タ ー ン で

あ り 、 な  か  で  も “  カ ラ  ー ズ ” と い う 言 葉 に 感 銘 を 受 け た と い う 。 そ の 言 葉 通 り 、

グ ラ デ ー シ ョ ン の よ う に 色 彩 が 千 変 万 化 す る 圧 巻 の リ サ イ タ ル に な る だ ろ う 。

真 嶋 雄 大 （ 音 楽 評 論 家 ）

X (旧 T wit t er) で フ ォ ロ ー す る

    @j a p a n _ art s

イ ェ フ ィ ム ・ ブ ロ ン フ マ ン  

ア  ー  テ ィ ス ト  ペ  ー ジ は こ ち ら
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